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論 文 の 要 旨 
本論文は、英語作文教育における問題点の解決と、より効果的な指導計画方法の提言を目的としたものであ
る。第 1 章では、研究動機と論文構成が提示されている。第 2 章では、研究の背景と問題の所存が、以下の
ように提示されている。現在、英語教育においてコミュニケーションの重要性が増しているが、その流れに対
応したライティング指導や評価が実践されているとは言いがたい。その一方、合衆国等では、読み手に的確に
メッセージを伝えるための論理一貫性や構成力を重視するプロセス・アプローチが重視されている例もある。
そこで指導成果の検証が必要であるが、そのためには信頼ある評価体制が必要となる。その際には、目標言語
のパフォーマンスを取り巻く種々の要因を特定化し、その上で教育上の効果や要因の影響を測定することが、
その解釈の信頼性を向上させることになる。そこで、本論文では、まず、日本人 EFL 学習者を取り巻く要因
の中で作文パフォーマンスへの影響が考えられる主要な３つの要因を抽出し、教室環境への変化に対応できる
指導プログラムの設計・効果検証を行なっている。その３要因とは、（a）作文タスクで提示されるトピックの
困難度差、（b）作文評価における採点者の特性の違い、そして（c）手書きからワードプロセッサへ執筆方法
が転換した際のプロダクトおよびプロセスの変化である。 
第３章では、こうした点を検証するため、書き手の長期記憶にある知識や語彙・文法等の言語能力を考慮し、
公平な評価に至るためのトピックとタスク選択の問題を論じている。予備調査では、学習者のライティング・
コーパスを構築し、特定のタスク・タイプおよびトピック間の言語特徴で違いを検討した。この分析により、
語彙的複雑さを示す指標の複数項目で違いが確認され、ライティングの異なるタスク・タイプとトピックによ
って、語彙的な表現にばらつきの起こる可能性が予測された。これを踏まえて、本調査１は６つのトピックを
使い、熟達度が等質な日本人の大学生グループで作文結果の違いを比較している。結果は、特定トピックによ
る語彙レベルの違いが明らかとなった一方、全体的評価基準における得点差は極めて小さいことがわかった。
本調査２では、同一の書き手が、複数トピックで作文テストを受験した場合の評価の一貫性を確認している。
結果、依然として語彙的複雑さの指標で有意な違いが確認され、流暢さを示す使用語数でも個人レベルの差が
見られた。また、全体的評価の得点に関して、トピック別の統計的な差はなかったものの、約３分の１の書き
手が作文テストの６段階採点で１点違いの評価を与えられた。こうしたことから、異なるトピックでの作文テ
ストの実施にあたり、使用語数やセンテンス数といった流暢さ指標、そして当該の全体的評価（６段階採点）
で比較可能であることがわかった。ただし、異なったトピックで語彙洗練度を比較した場合、誤った判断や結
果解釈を導くことも指摘されている。 
４章では、評価と採点者の能力の関連を考察している。予備調査では、訓練前の採点者間の相似・互換性、
そして訓練後の配点調整および判断一貫性の改善度を分析した。結果として、すでに訓練前の対象採点者 13
名のうち 10 名（75%超）が与えられた作文を一貫した判断で評価していた。また、当該 10 名の中で 8 名は
評点差が 0.5 点の範囲内に収まり、彼らは作文評価で概ね互換可能と考えられる。判定揺れの原因に関して評
価項目に着目すると、「語彙使用」や「表記法」といった表出言語の正確さで頻繁に判定が分かれることが観
察された。よって、局所的な作文特徴が、採点者の評価に影響を与える可能性があることを指摘している。そ
の一方で、訓練後の本採点は、大部分で信頼性の高い評価であった。予備調査の制約されたデータを改善する
目的で、本調査では３つの採点者要因─（a）目標言語の指導経験、（b）言語判断能力、（c）採点行為の観点
─から追調査を行なった。結果、現職教師は作文の採点者内信頼性や節度ある配点が見られたが、指導経験の
少ない大学生評価者は比較的言語判断能力が低く、その能力が高い者にも配点傾向に問題のある場合が観察さ
れた。また、採点行為に着目した場合、局所的な言語誤りに過剰な減点をした採点者が観察され、他の採点者
集団から逸脱した評点につながった場合もある。よって、EFL 作文で多数現れる作文誤りに対しては、慎重
な評価方法が必要であることも示唆している。 
第５章では、手書きとワードプロセッサによる作文結果と、その作文プロセスを比較し、筆記手段の影響度
を調べている。コンピュータ支援学習システム（CALL）は、教育環境面で多くの利益をもたらすことが期待
されるが、学習者のコンピュータ・スキルの格差が問題になる場合もある。本調査では、作文プロセスのデー
タ採取にビデオ録画とスクリーン・キャプチャを用い、計画・推敲段階での時間や言語産出量、そしてポーズ
の頻度・長さを数量化した。結果、４ないし５タイプの作文方略が分類された。特定の書き手群は計画時間の
大幅な短縮がみられ、繰り返し改訂することで、論述のよく発展した作文パフォーマンスを示した。それとは
対照的に、計画および推敲段階での時間配分に破綻がみられ、テスト時間の超過や不充分な論の展開で作文を
終える者も観察された。こうした現象は、英語熟達度に加えてタイピング・スキルが起因していると考えられ、
一部の書き手が手書き作文テストとは異なる方略でワープロ作文を試みていたと考えられる。 
第 6 章では、コンピュータ支援環境での作文指導を考察するにあたり、これまでの調査を通じての知見や示
唆を基盤に指導プログラムを設計し、実践面で検証している。この事例研究では、ワードプロセッサに特化し
た熟達者の作文プロセスを参考に、作文指導することで学習者のパフォーマンスに改善・発展をもたらすのか
を調査している。約３ヶ月のプログラムにより、受講者へタイピング練習、テクスト再生、レビュー・セッシ
ョンといった目標に合わせた演習・課題を提示した。これを、約１ヶ月おきのコンピュータ作文テスト３回と、
手書き作文テストを１回実施することで効果を見たところ、中盤のコンピュータ作文テストでは計画時間の短
縮化がみられ、準備段階での方略的な効率化が実証された。プロダクトを比較した結果、作文の長さと評価得
点が後続のテストで伸びが確認された。最後の手書き作文テストに関しては、前回のコンピュータ作文より長
さ・評点で平均値が下がりながらも、統計的有意差はないことから、受講者は学習効果を従来の作文モードに
も転移できたと考えられる。 
第７章の結論では、研究結果から以下の３点を示唆している。まず第 1 に、異なるトピックで作文パフォー
マンスを比較する場合、全体的評価と測定指標の多くが適用可能だった一方、語彙洗練度の比較には誤った判
断を導く可能性が懸念されるため、避けるべきであるとしている。第２に、段階評価を用いて採点者が作文を
採点する際、評価訓練の必要性はもちろんのこと、平素から言語教師は目標言語や作文に関する知識に精通す
べく、自己研鑽に努める必要があるとしている。3 点目として、コンピュータ使用によって学習者および教師
の対応力が必要とされ、筆記ツールの転換は作文プロセスに大きく影響することが予見される。こうした状況
に際し、コンピュータ操作上の知識や技能、そして筆記ツールへの特性を熟知させることが、作文で懸念され
る影響を最小限にするばかりでなく、学習者に新たな言語表現方法の発見・使い分けといった前向きな教育的
効果を与えるとしている。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 本研究は、日本人 EFL 学習者を対象としたライティングにおいて、その指導効果に関連する３つの要因（ト
ピックの種類、評価者特性、デジタルツールの環境）を特定し、ライティングのプロセスとプロダクトへの影
響を実証的に研究することを目的としている。その中で、本研究が秀でているのは以下の点である。 
 まず第 1 に、その研究手法において、ライティング・プロセスという個人的な行為を、ビデオやコンピュー
タのログ記録ソフトウェアを利用して仔細に観察し、個人特性を客観的な観察データとして記録した点である。
第 2 に、プロダクトについては、学習者のライティングをコーパス化し、異なる 6 つのトピックによる語彙
的な特徴と、全体的評価の関連を客観的に明らかにした点である。3 点目に、経験者と非経験者を含む評価者
の特性を、多相ラッシュモデルを用いて分析し、統計的に比較することで、言語知識･指導経験と評価の問題
を抽出した点である。 
 その反面、本論文にはいくつかの課題も残されており、ここでは次の４点を指摘しておきたい。まず第 1
に、先行研究との違いを明確にしながら、各実証研究のつながりを統合した説明が欠けている。言い換えると、
各実証研究の有機的なつながりが見えるような研究デザインと考察であることが望まれる。第 2 に、今回用い
たライティングの全体的評価基準については、ETS の基準にも言及しながら、そうした基準をより明確にす
る必要があった。つまり、ライティングの「評価」そのものについてのより具体的な分析をすることで、今回
の研究結果がより深まると考えられる。第 3 に、プロセス･ライティング指導の中身をより具体的にモデル化
しないと教育現場への明確な示唆につながりにくい。本研究の教育的示唆では、やや平凡な内容になっている
点が惜しまれる。第 4 に、分析に多相ラッシュモデルを用いているが、等化処理には踏み込んでおらず、研究
成果への関わりが希薄となっているため、この点についてのさらなる検討が求められる。 
 こうした課題は残るものの、長期に渡る実証研究が少ないラィティング研究において、地道なデータ蓄積を
し、日本人学習者のライティング指導とライティング研究への貢献が期待できる考察であり、高く評価できる。 
 
２ 最終試験 
平成 26 年１月１６日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
